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静 岡 地 学 第 79号 (1999)

巡検会の
空器建設工事現場巡検記~

森 伸 一九伊藤通玄料

1998年度の春季巡検は、 1993年度の冬季巡検地 f静岡空港建設予定地周辺Jの 5年後の変貌を現地

で確認するために計画されたが、施工段階を迎えた現地の事情から実施日時が 3月24日附午後となっ

たため、参加を希望されながら断念された方があり総勢 16名の参加に留まった。とはいえ、天候不安

定な春先にしては期待以上の好天に恵まれた巡検会であった。
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B った。

(図 1B地点、標高 m)
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静岡地学第 79号(1999)

ID. ..d.1 牧之原穣鹿 比較的新鮮な丸みを帯びた砂活費の畿を含む絡まった霊祭態で、予

定地西苦手iの牧之原台地から務自治区にかけてと、島国ゴルフ場付

近に分布している。

1001 小笠(坂部駒穣緩 やや嵐化し丸みを帯びた砂岩紫の擦を含む締まった藤康で、高尾

山付近のはi潔から空港予定地東の尾根にかけて分布している。

穏良蔵群

i足岩翠 空港予定地西側の切UJ地窓付近に分布している。 間 l
2定岩・襟岩のき芝居 泥岩と機器が相互に議室なった笛結良好な地簸で、石繋焼付近から

二子頭ヶ谷池付近にかけて混岩・砂者五腐のよ部に分布している。

ilt岩・砂岩の五騒 泥岩と砂岩が栂互に愛なった地j習で、空滋予定地一帯の纂緩岩を

なしている。

区 瀬戸)11麟 空港予定地周辺ではー蓄をさい地績で災穏や砂務で構成され、湯臼

1f!上誌に分布している。
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